
様式５

意　見　の　概　要

・会長、副会長の役割について確認。
・立候補を委員が承認し、選出。

・自立した生徒を育成すること。
・不易と流行のバランスを取り、学校経
営していく。
※教職員負担軽減策として、部活動の外部指導
者への委託の推進と、教員の増員が必要であ
る。
※教職員のがんばり（多忙含む）を保護者と地域
に発信することで、学校の教育活動への理解が
深まり、地域の支援（地域サポーターとの連携
等）が促進される。
※小学校とも連携をしながら、子どもに関する情
報を共有する。必要に応じて民生児童委員との
連携も重要である。

・10月の合唱祭、11月のロードレース
大会、12月の修学旅行、2月中旬の第
3回学校運営協議会、3月の卒業式の
実施等。

会　　議　　録
坂戸市立桜中学校　第１回学校運営協議会

令和4年6月21日（火）
（開会）　9：00　　　　　　　　　（閉会）　10：30

坂戸市立桜中学校　図書室

松下委員、古園委員、井上委員、木村委員、宮﨑委員、
佐藤委員、石田委員、市川委員、増田委員、永田委員

（１）桜中学校　令和４年度グランドデザイン
（２）令和４年度　桜中学校学校要覧
（３）令和４年度４～７月学校だより
（４）令和４年度　行事予定表

会議の名称

開催日時

開催場所

出席者氏名（委員）

欠席者氏名（委員）

議　　題

配　布　資　料

協　議　結　果

（１）会長　　 松下　登
　　 副会長　木村　智子
　　 事務局　 桜中学校職員
　　　　　　　　 （市川宗典、永田雄一郎）

協
　
議
　
等
　
要
　
旨

なし

（１）会長、副会長、事務局担当の選出
（２）令和４年度学校経営の基本的な方針
（３）今後の予定
（４）その他

（２）学校経営の基本的な方針の承
認

（４）意見なし

（３）今後の予定について了承。


